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この取扱説明書をよくお読みのうえ、スイングドアを正しくお使いください。 
この取扱説明書はいつでも使用できるよう大切に保管し、わからないときは再度お読みください。 
※施工された方へ… 
　この「取扱説明書」を実際に使用される方へ必ずお渡しください。  

LWP-3 , SCP-3  , SCP-5 , AL-3  , ED-3  , FR-3   , VP-3  , PP-3  , SCG-1  , SCG-3  , FCG-3, SN-1
LWP-3V, SCP-3V, SCP-5V, AL-3V, ED-3V, FR-3V, VP-3V, PP-3V, SCG-1V, SCG-3V
　　　 SCPR-3  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  SCGR-3,
        SCPR-3V  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  SCGR-3V

スイングドア



　このたび、当社の『スイングドア』をお買い上げいただきまして、誠に有難うございます。　
　この取扱説明書は、『スイングドア』をいつも最良の状態に保ちお客様の合理化、効率化により一層
お役立て出来ますよう正しい使い方や簡単な保守の仕方を記載してあります。記載事項を守らないと
重大な人身事故につながる恐れがあります。
　ご使用の前に本書をよくお読みいただき、安全に注意し、永くご使用いただきますようお願い致します。

○ ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくご使用ください。
　 その後、大切に保管し、必要なときに再度お読みください。
○ 取扱説明書の表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、ご使用いただく方々への危害や財産への損
　 害を未然に防止する為に表示しています。表示と意味は次のようになっております。これらの表示のある
　 部分は記載内容をお読みの上、十分に注意してください。

開いているドアの間で立ち止まらないでください。 台車や重たいものを持って通行する場合、
ドアの反対側の人等の存在を確認してください。

ドアの開閉を利用して、幼児や子供を絶対に
遊ばせないでください。　

ドアの閉まりかけているときの「出入り」は
絶対にしないでください。

静かにドアを押して開閉してください。 ドア中央部又は、枠側の隙間に指、手、足を
 入れないようにしてください。

スプリングバンパー付きドアは、バンパー中央部を
目掛けて押し開けてください。また鋭利なもので
押し開けないでください。

ドアが90°以上開いてしまうような設置環境の
場合はガードポール等の対策を行ってください。

ガード
ポール

90°

安全にお使いいただくために

はじめに

ドアの分解・改造・修理等は故障や事故の
原因となりますので絶対にしないでください。　

ヒンジ部には絶対に水を掛けないでください。
ヒンジに水が浸入すると開閉動作不良となります。
また、ドア本体に水を掛けないでください。(※1)
ドア内側に水滴が残りサビ、劣化の原因となります。

※1.SCPR-3, SCGR-3, 
　　SCPR-3V, SCGR-3V
　　は除く

 
1



SCP-3、SCP-5 
SCPR-3、AL-3 
ED-3、FR-3 
VP-3、PP-3 

SCG-1、SCG-3
FCG-3、SCGR-3

LWP-3 

ズリパッキン 

ヒンジカバー 

アクリル窓 

ゴム窓枠 

表面材 表面材 表面材 

ヒンジカバー 

アクリル窓 

アルミ窓枠 
又はゴム窓枠 

ヒンジカバー 

アクリル窓 

下部枠側金具 

ズリパッキン

ドア用ガスケット

ヒンジ用
ガスケット

グリス 

グリス 

下部ドア側金具 

ゴム窓枠 
又はアルミ窓枠 

ドア用 
ガスケット 

下部枠側金具

グリス

グリス

下部ドア側金具

上部ドア側金具

下部枠側金具

グリス

グリス

下部ドア側金具

上部枠側金具

上部ドア側金具上部ドア側金具 

ローラー 
ローラー ローラー

上部枠側金具
上部枠側金具 

可動部 
可動部 可動部

ドア用
ガスケット

SCG、SCGR FCG

標準ヒンジのグリスは必ずグリスモリコートEM-10L 
デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル(株)社製をご使用ください。

可動範囲 可動範囲 可動範囲 

ズリパッキングリス
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ヒンジ用
ガスケット

LWP-3V SCP-3V、SCP-5V
SCPR-3V、AL-3V
ED-3V、FR-3V
VP-3V、PP-3V

SCG-1V、SCG-3V
SCGR-3V

Vヒンジ

ゴム窓枠

アクリル窓

表面材 表面材 表面材

Vヒンジ

アルミ窓枠
又はゴム窓枠

アクリル窓

Vヒンジ ドア用
ガスケット

ゴム窓枠
又はアルミ窓枠

アクリル窓

ズリパッキン

V

Vヒンジ

90°開いた図

開閉速度(自閉力）
調整ボルト 

上部ドア側金具

下部枠側金具

ドア用
ガスケット

ドア用
ガスケット

ドア用　
ガスケットグリス

下部ドア側金具

上部枠側金具

グリス

ヒンジカバー ドア用
ガスケット

ポリカーボネイト窓

スプリングバンパー

ゴム窓枠

ドア用
ガスケット

SN-1

開口サイズによってはVヒンジ3個の場合があります

可動部

可動部

ローラー

可動範囲 可動範囲 可動範囲

製品名

表面材
材質

アルミ アルミ
FRP カラー

鋼板
メラミン
化粧板

ステンレス ステンレス ステンレス
上 : アルミ
下 :ｽﾃﾝﾚｽ

上 : アルミ
下 :ｽﾃﾝﾚｽ

LWP-3
LWP-3V

SCP-3
SCP-3V
SCPR-3

SCPR-3V

SCP-5
SCP-5V

AL-3
AL-3V

ED-3
ED-3V

FR-3
FR-3V

VP-3
VP-3V

PP-3
PP-3V

SCG-1
SCG-1V

SN-1

SCG-3
FCG-3

SCG-3V
SCGR-3

SCGR-3V

(　  )
強化

プラスチック

オレフィン
シート

Vヒンジのグリスは必ずグリスモリコートEMD-110 
デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル(株)社製をご使用ください。

SN-1のグリスは必ずグリスモリコートEM-10L デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル(株)社製をご使用ください。
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・静かにドアを押して開閉してください。
・ドアを開ける場合、安全を確かめてから、開けてください。
・台車や重たいものを持って通行する場合、ドアの反対側の人等の存在を
　確認してください。
・台車等で通過する場合は、ドアの直前で一旦停止し徐行して通過してください。
・ドアの開閉を利用して幼児や子供を絶対に遊ばせないでください。
・ドアが閉まりかけているときの「出入り」は絶対にしないでください。
・ドアの下、中央部、又は枠側の隙間に指、手、足を入れないでください。
・開閉した際、隙間に指等挟まれないよう注意してください。
・Vヒンジは跳ね返りが標準ヒンジより強いので通行する際、可動範囲に
　人がいないか確認し静かに開けてください。

・窓のアクリル板は、揮発性のもので拭かないようにしてください。
　表面が溶けて曇る恐れがあります。
・汚れが付いたら、水で薄めた中性洗剤を含ませた布等で汚れを落とし、
　乾いた布で拭き上げてください。
・ヒンジ部には絶対に水を掛けて清掃しないでください。
・ドア本体には水を掛けて清掃しないでください。
　※ SCPR-3, SCGR-3, SCPR-3V, SCGR-3Vは除く

<共通>
・ヒンジ部には絶対に水を掛けないでください。
・ドア本体には水を掛けないでください。
　※ SCPR-3, SCGR-3, SCPR-3V, SCGR-3Vは除く
<標準ヒンジ仕様>
・台車等で通過する場合、吊り元側（戸尻側）に台車等を当てないようにして
　ください。
・ドアを押し開ける場合、戸尻側の縦枠にドア本体がぶつからないようにして
　ください。
・上記の取り扱いを守らない場合に下部枠側金具のピンが折れる場合があります。
　この場合、弊社に修理を依頼してください。
＜Vヒンジ仕様>
・なるべく９０°以上開けないようにしてください。
・台車や重たいものを持って通行する場合、Vヒンジにぶつけないよう注意して
　ください。材質が樹脂のため破損する恐れがあります。
・日常点検を確実に行ってください。
・日常点検なしで使い続けるとVヒンジの可動部に塵や埃が溜まり開閉しなくなる
　恐れがあります。

下記のことを守らないと重傷を負う原因になりますので、
必ずお守りください。

下記のことを守らないと故障の原因になりますので、
必ずお守りください。

①使用方法
　・ドアを開ける場合、安全を確かめてから、開けてください。
　・1枚ドアの場合は戸先側を、2枚ドアの場合は開口部の中央部を押し開け、
　　ドア可動範囲を通過するまで必ず直進し続けてください。
②故障時の使用方法
　・日常の作業の妨げにならないよう開けたままにしておいてください。

故障の原因になりますので、必ず下記のことを守ってください。

※常に清潔な状態でご使用ください。
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(1)開閉時に異常音や異常動作をしていませんか︖
　処置方法
　　<標準ヒンジ仕様、SN-1>
　　・下部枠側金具のピンが曲がっていないか確認してください。
　　・上部枠側金具のローラーにグリスが十分付いているか確認してください。
　　　グリスは必ずグリスモリコートEM-10L デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル(株)社製をご使用ください。
　　・上部枠側金具の可動部が摩耗していないか確認してください。
　　<Vヒンジ仕様>
　　・Vヒンジの可動部にグリスがあるか確認してください。
　　・グリスが不足している場合はＶヒンジメンテ用グリスでグリスアップしてください。
　　・Ｖヒンジ可動部に塵や埃が付着してグリスの効果を劣化させていないか確認してください。
　　　グリスの効果が無くなっている場合は古いグリスを綺麗に取り除きＶヒンジ
　　　メンテ用グリスにてグリスアップしてください。
　　　グリスは必ずグリスモリコートEMD-110 デュポン・東レ・スペシャルティ・マテリアル(株)社製をご使用ください。
(2)ドアには物を立て掛けないでください。

SCG
FCG

SCGR

メンテナンス(定期点検) 

・上部枠側金具

目安3年又は50万回
※開閉頻度、環境により異なります。 ・開閉時の異音や異常動作 

　極端な劣化 

目安3年又は50万回
※開閉頻度、環境により異なります。 ・開閉時の異音や異常動作 

　極端な劣化 

目安1年又は15万回
※開閉頻度、環境により異なります。

目安1年又は15万回 
※開閉頻度、環境により異なります。 

目安2年又は30万回
※開閉頻度、環境により異なります。

・修正不能な切れ、剥がれ 
　極端な汚れ、劣化 

目安2年又は30万回 
※開閉頻度、環境により異なります。 

・修正不能な切れ、剥がれ 
　極端な汚れ、劣化 

仕様 機種名 交換部品 交換時期 評価基準 

全機種

SCG(V) 
SCGR(V) 

全機種 

・上部ドア側金具
・下部枠側金具
・下部ドア側金具

・グリス

・上部枠側金具 

目安3年又は25万回 
※開閉頻度、環境により異なります。 ・開閉時の異音や異常動作 

　極端な劣化 

目安1年又は8万回 
※開閉頻度、環境により異なります。 

目安2年又は15万回 
※開閉頻度、環境により異なります。 

・修正不能な切れ、剥がれ 
　極端な汚れ、劣化 

・上部ドア側金具 
・下部枠側金具 
・下部ドア側金具 

・グリス 

・ドア用ガスケット
・ヒンジ用ガスケット
・ズリパッキン

・スプリングバンパー 
・ドア用ガスケット 
・ヒンジ用ガスケット 

・ドア用ガスケット 
・ヒンジ用ガスケット 
・ズリパッキン 

・Vヒンジ

・グリス 

標
準
ヒ
ン
ジ
仕
様

ヒ
ン
ジ
仕
様 

Ｖ 

SN-1 

・スイングドアを末永く、安全にお使いいただくため、定期点検と消耗部品の交換をお進めします。
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●使用環境

機種

設置場所

使用温度

使用湿度

周囲環境

SCPR、SCGR、FCG

屋内設置専用　

-5～40℃

湿度80％以下(結露、凍結なき事)

塩害、亜硫酸ガス、酸、アルカリ、オゾン、有害な粉塵、雨水、腐食性雰囲気で使用しない事。

SCG、SCP、LWP、その他

0～40℃
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本 社 
大 阪 支 店 
名 古 屋 支 店 
福 岡 支 店 
札 幌 営 業 所 
仙 台 支 店 
関 東 営 業 所 
広 島 営 業 所 
埼 玉 工 場 

シンガポール 　　    UNIFLOW INTERNATIONAL PTE.LTD. 
 81, Ubi Avenue 4, #07-07 UB. One, Singapore 408830 

〒141-0031 
〒532-0002 
〒461-0004 
〒812-0011 
〒060-0907 
〒983-0039 
〒367-0206 
〒732-0052 
〒367-0206 

東京都品川区西五反田2-30-4BR五反田 
大 阪 市 淀 川 区 東 三 国 4 - 3 - 1 
名 古 屋 市 東 区 葵 2 - 1 2 - 1 
福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 4 - 2 4 - 2 3 
札 幌 市 東 区 北 7 条 東 3 - 2 8 - 3 2 
仙 台 市 宮 城 野 区 新 田 東 1 - 1 5 - 7 
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TEL(082)263-7800　FAX(082)263-3345
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TEL(021)64862319　FAX(021)64686259

TEL(65)6536-3239　
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